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‐動機・目的‐ 

 

世の中に流通しているもの以外に油脂の採れるも
のはないのだろうか。 

身近にある植物から抽出した油脂を有効活用した
い。 

 

 

 

桃の種子から油脂を抽出し応用する。 

2 



-抽出方法- 
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-用いる溶媒の比較- 

4 *クロロホルム-メタノール溶液 

今回は油脂含有量がわかっているナタネを使用した。 

クロロホルム‐
メタノール溶液 

ヘキサン 

種の重さ（g） 5.046 5.087 

抽出した油脂の
重さ（g） 

1.610 0.860 

含油率（%） 32.00 17.20 



－桃種子の含油率－ 
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クロロホルム‐ 

メタノール溶液 

種子からとりだした 

仁の重さ（g） 
5.31 

油脂の重さ（g） 0.840 

含油率(%) 15.7 



桃油脂の組成分析 
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パルミチン酸 

オレイン酸 

リノール酸 

トリアシルグリセロール 

リン脂質 

トリアシルグリセロール：94% 

ジアシルグリセロール：3% 

リン脂質:3% 

パルミチン酸：10.49% 
オレイン酸：50.35% 
リノール酸：39.16% 

ジアシルグリセロール 



一般の油脂の組成との比較(%) 
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桃油 椿油 杏油 ナタネ 

パルミチン酸 10 8.9 7.4 3.0 

オレイン酸 50 80 61 83 

リノール酸 39 9.0 28 12 

その他 1.0 2.1 3.6 2 



考察 

椿油、杏油→ヘアケアに使用される 

 

オレイン酸の効能→保湿力が高い、皮脂になじみやすい 

             多いとべたつきが出る 

 

リノール酸の効能→殺菌作用、保湿 

 

パルミチン酸→殺菌作用、保湿、ビタミンAの安定 

 

 ⇒べたつかないヘアケア 
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今後の展望 

酸化安定性を改善するためにα‐トコフェロールの添加
をする。また、最適なα‐トコフェロールの添加量を調べ
る。 

 

桃油を多量抽出して実用化を図る 
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